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4
月
1
日　

バ
ス
運
行
新
体
制
ス
タ
ー
ト
!!

五
戸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
計
画
概
要
と
Ｑ
＆
Ａ

　

五
戸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
、
現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
路
線

バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
患
者
送

迎
バ
ス
の
再
編
統
合
を
行
い
一
元

化
し
た
運
行
体
制
と
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
バ
ス
交
通
空
白
地
帯

緩
和
と
町
内
区
域
に
お
け
る
低
額

の
100
円
均
一
運
賃
（
中
学
生
以
下

無
料
）
を
実
現
し
た
、
乗
車
対
象

者
を
特
定
し
な
い
利
用
し
や
す
い

公
的
路
線
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

4
月
1
日
か
ら
は
ど
の
運
行
便
に

お
い
て
も
、
誰
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
時
刻
表
は
3
月
中
毎
戸
配
布
予

定
）

●
計
画
に
至
っ
た
背
景
と
目
的

～
町
が
抱
え
る
住
民
移
動
支
援
の

主
な
三
つ
の
課
題
～

①
生
活
路
線
維
持
に
係
る
路
線
バ

ス
補
助
金
が
利
用
者
減
少
に
左

右
さ
れ
る
た
め
、
今
後
更
な
る

負
担
が
見
込
ま
れ
る
。

②
学
校
統
合
に
よ
る
新
た
な
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
経
費
増
加
。

③
自
力
で
移
動
で
き
る
高
齢
者
等

の
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
日
常

生
活
の
移
動
支
援
。

　
　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
住
民
移

動
支
援
の
課
題
を
緩
和
し
町
の

一
体
感
を
醸
成
し
、
活
力
の
あ

る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
形
成

す
る
た
め
に
、
地
域
間
を
結
ぶ

新
し
い
公
共
交
通
体
系
の
構
築

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

●
計
画
の
基
本
方
針

①
バ
ス
の
再
編
統
合
を
行
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
一
元

化
し
た
運
行
体
制
と
す
る
。

②
現
行
の
移
動
支
援
体
制
を
維
持

し
た
場
合
と
同
等
の
経
費
水
準

に
よ
り
、
導
入
効
果
が
最
大
限

得
ら
れ
る
計
画
と
す
る
。

③
「
赤
字
補
填
」
で
は
な
く
「
住

民
の
喜
ぶ
意
味
の
あ
る
負
担
」

と
す
る
。

④
倉
石
地
区
小
学
校
統
合
と
期
を

同
じ
く
す
る
平
成
25
年
4
月
1

日
か
ら
導
入
す
る
。

●
主
な
導
入
効
果

①
運
行
事
業
者
の
経
営
合
理
化
等

に
よ
る
減
便
、
路
線
廃
止
等
の

影
響
を
受
け
ず
、
安
定
的
な
公

共
交
通
の
確
保
が
で
き
る
。

②
路
線
新
設
に
よ
る
交
通
空
白
地
帯

の
緩
和
と
住
民
生
活
の
活
性
化
。

③
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路
線
バ
ス
、

患
者
送
迎
バ
ス
の
重
複
運
行
の

解
消
と
関
連
経
費
の
合
理
化
。

④
町
内
全
域
低
額
通
院
運
行
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
。

⑤
安
価
で
分
か
り
や
す
い
料
金
設

定
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
に
よ

り
、
買
物
、
通
院
等
の
利
用
増

加
を
促
し
、
商
店
街
の
賑
わ
い

創
出
が
見
込
ま
れ
る
。

⑥
高
校
通
学
費
や
送
迎
従
事
等
の

保
護
者
負
担
の
大
幅
な
軽
減
。

（
た
だ
し
、
児
童
・
生
徒
の
通

学
時
間
帯
に
お
け
る
乗
車
に
つ

い
て
は
、
健
脚
教
育
指
導
方
針
、

一
般
利
用
者
の
状
況
等
に
よ
り

乗
車
区
域
制
限
の
検
討
を
予
定
）

⑦
マ
イ
カ
ー
利
用
の
減
少
を
促
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
町
と
な
る
。

●
現
行
バ
ス
運
行
体
制
か
ら
の
再

編
内
容

①
五
戸
～
八
戸
（
扇
田
経
由
）
線
、

五
戸
～
八
戸
（
高
館
経
由
）
線
、

十
和
田
市
線

　

町
内
区
域
バ
ス
停
の
乗
降
は

100
円
運
賃
。
町
外
区
域
バ
ス
停

の
乗
降
で
は
通
常
の
路
線
運
賃

と
な
り
ま
す
。
例
五
戸
駅

⇔

志

戸
岸
（
コ
ミ
バ
ス
運
賃
）
100
円
、

五
戸
駅

⇔

八
戸
駅
前
（
路
線
バ

ス
運
賃
）
500
円

②
石
呑
線

　

土
曜
、日
祝
日
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
全
休
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

平
日
か
ら
減
便
し
た
ダ
イ
ヤ
で

運
行
し
ま
す
。
路
線
は
上
市
川

線
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
中

筒
、
上
市
川
団
地
へ
の
路
線
を

新
設
し
ま
す
。

③
五
戸
中
学
校
、
運
動
公
園
線

　

蛯
川
方
面
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
活
用
し
、
混
乗
さ
せ
る
こ
と

で
バ
ス
空
白
地
帯
で
あ
る
幸
ノ

神
・
川
原
町
・
竹
原
方
面
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
よ
う
に
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

④
五
戸
高
校
線

　

現
在
、
下
校
時
は
中
央
な
ど

ま
で
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
本
計
画
で
は
下
校
に
つ

い
て
も
豊
間
内
方
面
へ
の
運
行

を
延
長
し
、
五
戸
高
校
を
始
発

に
す
る
こ
と
で
直
接
、
も
し
く

は
乗
り
継
ぎ
で
各
方
面
へ
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤
西
越
線

　

志
戸
岸
線
を
包
括
し
西
越
・

豊
間
内
線
と
し
て
、
五
戸
小
学

校
へ
統
合
と
な
る
五
戸
南
小
学

校
、
豊
間
内
小
学
校
と
、
豊
間

内
地
区
の
五
戸
中
学
校
へ
の
生

徒
も
乗
車
で
き
る
計
画
で
す
。

町
外
（
新
郷
村
）
区
域
乗
降
は

本
来
の
路
線
運
賃
と
な
り
ま
す
。

⑥
金
ヶ
沢
線

　

平
成
25
年
4
月
1
日
に
統
合

さ
れ
る
倉
石
小
学
校
児
童
と
倉

石
中
学
校
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
し
て
の
運
行
を
兼
ね
た
計

画
で
す
。
町
外
（
新
郷
村
）
区
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域
乗
降
で
は
本
来
の
路
線
運
賃

と
な
り
ま
す
。

⑦
ス
ク
ー
ル
バ
ス

　

平
成
25
年
4
月
に
統
合
と
な

る
倉
石
小
学
校
児
童
と
、
平
成

26
年
4
月
に
五
戸
小
学
校
へ
統

合
と
な
る
児
童
を
中
学
生
も
含

め
て
混
乗
し
、
全
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
通
学
で
き
る
計
画

で
す
。
学
校
行
事
な
ど
に
よ
り

追
加
運
行
が
必
要
に
な
る
場
合

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
学
校
側

と
の
事
前
調
整
を
密
に
行
い
運

行
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
対
応
便
は
、
休

校
等
の
学
校
の
予
定
に
よ
り
運

休
や
時
間
変
更
と
な
る
流
動
便

が
あ
る
た
め
、
一
般
の
方
が
利

用
す
る
際
は
、
確
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
変
更
の
可
能
性
が

あ
る
流
動
便
は
時
刻
表
に
明
記
）

⑧
患
者
送
迎
バ
ス

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し

て
、
全
町
内
に
対
す
る
低
額
の

100
円
均
一
運
賃
で
の
通
院
者
支

援
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

通
院
者
だ
け
で
は
な
く
一
般
方

の
利
用
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

⑨
路
線
バ
ス
空
白
地
域
の
解
消

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
毎

日
で
は
な
く
て
も
隔
日
運
行
な

ど
と
す
る
に
よ
っ
て
、
な
る
べ

く
広
い
地
域
を
カ
バ
ー
で
き
る

よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

Q
運
賃
は
い
く
ら
で
す
か
。
い
つ

支
払
う
の
で
す
か
。
広
域
路
線

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

A
1
乗
車
、
町
内
区
域
一
律
100

円
で
す
。
降
り
る
際
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
八
戸
市
、
十
和

田
市
、
新
郷
村
間
を
運
行
す
る

広
域
路
線
は
、
町
外
区
域
の
バ

ス
停
で
乗
り
降
り
す
る
場
合
、

通
常
の
路
線
運
賃
で
の
支
払
い

と
な
り
ま
す
。
例
五
戸
駅

⇔

志

戸
岸
100
円
、
五
戸
駅

⇔

八
戸
駅

前
500
円

Q
誰
で
も
乗
れ
ま
す
か
。

A
町
民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外

の
方
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

Q
毎
日
運
行
す
る
計
画
で
す
か
。

A
八
戸
（
扇
田
経
由
）
線
を
は
じ

め
と
す
る
現
在
の
定
期
バ
ス
路

線
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
運
行

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の

新
設
路
線
は
、
平
日
の
月
～
金

又
は
月
・
水
・
金
や
火
・
木
な

ど
の
隔
日
運
行
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、通
学
対
応
便
は
、

休
校
等
の
学
校
の
予
定
に
よ
り

運
休
や
時
間
変
更
と
な
る
流
動

便
が
あ
る
た
め
、
一
般
の
方
が

利
用
す
る
際
は
、
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
変
更
の
可
能

性
が
あ
る
流
動
便
は
時
刻
表
に

明
記
さ
れ
ま
す
）

Q
時
刻
表
は
ど
こ
で
も
ら
え
ま
す
か
。

A
3
月
中
に
自
治
会
を
通
じ
て
毎

戸
に
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
時
刻

表
配
置
施
設
は
、
役
場
各
支
所
、

町
立
公
民
館
、
役
場
企
画
振
興

課
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
3
月

11
日
以
降
）。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

Q
停
留
場
所
以
外
で
乗
り
降
り
で

き
ま
す
か
。

A
安
全
確
保
の
た
め
、
停
留
所
で

の
乗
り
降
り
と
な
り
ま
す
。

Q
雪
や
台
風
の
と
き
な
ど
の
運
行

状
況
の
確
認
は
、
ど
こ
に
問
い

合
わ
せ
た
ら
い
い
の
で
す
か
。

A
運
行
状
況
に
つ
い
て
は
、
企
画
振

興
課
又
は
南
部
バ
ス
㈱
五
戸
営
業

所
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
一
般
路
線
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
な
ど
は
な
く
な
る
の
で
す
か
。

A
本
質
的
に
は
無
く
な
り
ま
せ

ん
が
呼
名
が
変
わ
り
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
、
患
者
送
迎
バ
ス

な
ど
と
い
う
名
前
は
無
く
な
り

ま
す
が
、
通
学
や
通
院
に
対
応

し
た
運
行
便
を
設
け
、
公
的
路

線
バ
ス
の
「
五
戸
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
」
と
い
う
呼
名
に
な

り
ま
す
。
八
戸
市
、十
和
田
市
、

新
郷
村
間
を
運
行
す
る
路
線
で

も
、
町
内
区
域
の
運
行
時
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
呼
名
で
100

円
運
行
し
ま
す
が
、
町
外
へ
出

る
と
、
一
般
路
線
バ
ス
と
し
て

通
常
運
賃
で
運
行
さ
れ
ま
す
。

Q
割
引
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

A
あ
り
ま
せ
ん
。100
円
運
賃
自
体
、

割
引
後
の
要
素
を
加
味
し
た
最

小
限
の
運
賃
設
定
と
し
て
い
る

た
め
、
割
引
の
制
度
適
用
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
中
学
生
以

下
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
要
素
を

兼
ね
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
の

時
間
帯
に
お
い
て
無
料
と
な
り

ま
す
。（
中
学
生
は
学
校
発
行

の
身
分
証
明
を
提
示
）

Q
定
期
券
、回
数
券
は
あ
り
ま
す
か
。

A
低
額
の
100
円
均
一
運
賃
で
運
行

を
行
う
た
め
、
販
売
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く
お
釣
り

の
無
い
よ
う
現
金
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

Q
ど
の
よ
う
な
バ
ス
が
運
行
さ
れ

る
の
で
す
か
。

A
現
在
の
路
線
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
な
ど
の
車
両
を
活
用
し
た

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
サ
イ

ズ
も
運
行
地
域
に
よ
っ
て
様
々

で
す
。

Q
バ
ス
停
設
置
場
所
は
ど
の
よ
う

に
決
め
た
の
で
す
か
。

A
新
設
の
バ
ス
停
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
要
望
や
交
通

関
係
者
の
現
場
調
査
に
基
づ
い

て
、
利
便
性
や
安
全
に
配
慮
し

て
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ

＆

Ａ

問役場企画振興課　☎ 62 － 2111
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平
成
24
年
度
　
町
長
と
農
業
後
継
者
と
の
懇
話
会

懇
話
会
の
対
象
を
絞
り

今
回
は
厳
し
い
農
業
情
勢
と
い
う
試
練
に
立
ち
向
か
う

　

昨
年
は
大
き
な
自
然
災
害
も
な
く
比
較
的
平
穏
な
年

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

農
産
物
も
ま
ず
ま
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
高

温
障
害
や
収
穫
直
前
の
不
順
天
候
に
よ
り
品
質
低
下
が
み

ら
れ
た
の
が
残
念
で
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
農
業
の
国
際
化
の
進
展
や
農
業
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
等
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
の
弱
体
化
、

食
に
対
す
る
安
全
意
識
の
高
ま
り
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
一
般
住
民
を
対
象
に
行
っ
て
き
た
懇
話
会
で

す
が
、
今
回
は
農
業
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
特
に
若
い
方

の
意
見
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
思
い
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
（
五
戸
町
長　

三
浦
正
名　

あ
い
さ
つ
よ
り
抜
粋
）

考
え
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
町
長
の
回
答

　

あ
る
程
度
の
大
き
な
声
が
ま

と
ま
れ
ば
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
す
が
、
個
々
の
意
見
を
聞
き

入
れ
て
い
て
は
制
度
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
結
局
は
団
体
と

な
っ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
ま
と
ま
っ
て

意
見
を
挙
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

平
成
25
年
2
月
7
日
（
木
）　
町
立
公
民
館
小
ホ
ー
ル

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
農

家
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

今
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
入

し
た
と
仮
定
し
て
、
農
畜

産
物
の
価
格
の
大
幅
な
下

落
な
ど
、
農
家
へ
の
圧
迫

が
増
し
た
場
合
、
行
政
と

し
て
は
ど
の
よ
う
な
支

援
・
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。

■
町
長
の
回
答

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す

が
、
五
戸
町
議
会
で
も
全
会
一
致
で
反
対
と
い
う
決
議
を

し
て
お
り
ま
す
し
、
わ
た
く
し
自
身
も
反
対
で
す
。

　

農
業
者
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
と
な
る
の
で
、
国
は
し

か
る
べ
き
措
置
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
し
、
ま
ず

は
そ
れ
が
提
示
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
小
規
模
農
家
に
対
す
る
支
援
・
補
助
に
つ
い
て

　

町
単
独
で
の
組
合
・
法
人
組
織
へ
の
補
助
金
等
は
な
い

と
の
こ
と
で
す
が
、
他
の
市
町
村
で
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

例
え
ば
、
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
際
に
国
・
県
補
助
の
ほ
か
に
、

市
町
村
で
も
補
助
す
る
な
ど
。

　

こ
う
い
っ
た
対
応
に
つ
い
て
、
町
は
取
り
組
ん
で
い
く

　

懇
話
会
へ
は
、

約
30
名
ほ
ど
の
農

業
後
継
者
の
方
々

が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
し
た

質
問
・
要
望
は
、
直
接
的
に
農
業
に
か
か
わ
る
も
の
を
抜

粋
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に

も
た
く
さ
ん
の
質
問
や
要
望
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
、
生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
の

政
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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青森ごのへグリーン・ツーリズム協議会
◆よぐきたねしぃ体験報告◆

紅玉のアップルパイづくり
1 月 12 日（土） 
竹洞雍子（カマラードの家）

　おいらせ町や南部町からの参加者
20 人が、『紅玉のアップルパイづく
り』を楽しんだ。自分のパイがわか
るようにと工夫をこらして作ったパ
イが焼きあがると、参加者は甘い香
りと焼きたてのおいしさに歓声をあ
げていた。

平成24年度通常総会
1 月 28 日（月） 

　第 3 回通常総会が開かれた。
　24 年度は、五戸町国際交流事業のバ
ヨンボン来町時の支援活動があり、会員
一丸となり取り組んだ。まだ 3 体験を残
しているが、16 の体験メニューに 230
名の参加者があった。今年度はさらに充
実した内容にすることを話し合った。

伝承料理“すまし”とそば打ち体験
2 月 4 日（月）
ふれあい体験の郷ふるさとの味伝承館

　五戸伝承料理“すまし”とそば打
ち体験が行われた。
　当協議会では、“すまし”の技術
を伝えていこうと年 2 ～ 3 回の体験
を行っている。今回は、農業後継者
の奥さん 7 人に体験に協力していた
だき、伝統を映像に保存するという
目的で撮影も行われた。

　

2
月
6
日
、
改
築
工
事
が
進

ん
で
い
る
五
戸
小
学
校
改
築
工

事
で
、
い
よ
い
よ
体
育
館
に
着

工
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
ほ

ど
、
安
全
祈
願
祭
が
執
り
行
わ

れ
た
。

　

既
存
の
体
育
館
を
順
次
取
り

壊
し
、
そ
の
跡
地
に
新
設
す
る

と
い
う
手
順
。

　

平
成
26
年
度
の
春
ま
で
に
完

成
の
予
定
。

　

安
全
祈
願
祭
は
、
体
育
館
で

行
わ
れ
、
町
長
他
、
町
教
育
委

員
会
関
係
者
ら
が
参
加
し
、
工

事
の
無
事
を
祈
願
し
た
。

① 2F 配置図
（現在配置）

町長公室

応接室

教育長室

町
長
室 副町長室

相談室

町議室

総
務
課

教
育
委
員
会

農

業

委
員
会

建
設
課

農
林
課

企

画

振
興
課

会
議
室

Ｅ
Ｖ

ＷＣ

平成 25 年度から
農業委員会事務局の場所が
移動になります

　平成 25 年 4 月 1 日から、農業委員会事務局の場所が

下の図面の①の場所に移動になります。

　新しい場所は、関連性の深い農林課と向い合せになるた

め、窓口における手続等が、これまでより、便利に改善さ

れます。

　詳しくは農業委員会事務局までお問い合わせください。

体育館完成イメージ図

五
戸
小
学
校
体
育
館

改
築
工
事
安
全
祈
願
祭
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■
支
給
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
で
医
療
費
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
両
方
を
負
担
し
て

い
る
人
が
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
が
複
数

い
る
場
合
は
、世
帯
で
合
算
し
ま
す
。

■
対
象
期
間

　

毎
年
8
月
1
日
か
ら
翌
年
7
月

31
日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。

■
支
給
額

　

所
得
区
分
に
応
じ
て
自
己
負
担

限
度
額
（
表
1
）
が
あ
り
、支
払
っ

た
自
己
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
場
合
に
、
超
え
た
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
申
請

　

支
給
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
の
要
件
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
青
森

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
送
り

ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
人
は

役
場
住
民
課
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

対
象
期
間
の
途
中
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
や
転

入
し
て
き
た
人
な
ど
が
い
る
と
、

支
給
対
象
と
な
る
世
帯
で
も
、
支

給
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
課　

国
保
班

☎
62

－

2
1
1
1
内
線
1
1
6

■申請に必要なもの
　・支給申請書　　・後期高齢者医療被保険者証　　・介護保険被保険者証　・印鑑（認印）
　・通帳（または通帳のコピー）など口座情報のわかるもの
※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が必要です。
※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委任状が必要です。
※重度心身障害者医療費の助成を受けている場合は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。
※対象期間中に他の医療保険、介護保険に加入歴があり医療費、介護サービス費の負担がある場合は、それら
　の保険の自己負担額証明書が必要です。

自己負担限度額 《表１》

所 得 区 分 自己負担限度額
現役並み所得者 67万円
一 般 56万円
低 所 得 Ⅱ 31万円
低 所 得 Ⅰ 19万円

低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の場合
低所得Ⅰ：世帯全員が住民税非課税であり、世帯員全員の各所得が 0 円である場合

　

長
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
て
き
た
沼
畑
清
さ
ん
（
16

年
間
）、
石
渡
幹
郎
さ
ん
（
9
年

6
月
間
）、
川
村
テ
ル
さ
ん
（
6

年
3
月
間
）
が
こ
の
た
び
退
任

し
、
1
月
1
日
付
け
で
中
川
原
經

さ
ん
、
太
田
和
夫
さ
ん
、
大
西
行

夫
さ
ん
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
同
委

員
は
、
戸
籍
・
登
記
・
金
銭
問
題

な
ど
人
権
に
つ
い
て
の
身
近
な
相

談
相
手
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

退任にあたり法務大臣感謝状の贈呈を受けた石渡幹郎さん、
川村テルさん、沼畑清さん（写真左から）

中
なかがわら

川原　經
おさむ

さん
☎ 67 － 2355

太
おおた

田　和
かずお

夫さん
☎ 62 － 6684

大
おおにし

西　行
ゆきお

夫さん
☎ 62 － 5362

◆◇◆新任の人権擁護委員◆◇◆
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“20,000 人の P
フォト

HOTO”まちの皆さんが主役（モデル）です！ ■町内の出来事や、頑張っている

皆さんを紹介するコーナーです。

伝
統
芸
能
を
根
強
く
保
存

●
1
月
16
日　

舘
町
神
楽
舞
に
よ
る
災
厄
除
き
の
祈
祷

　
　

プ
ロ
に
学
ぶ
り
ん
ご
の
剪
定

●
1
月
29
日　

平
成
24
年
度
リ
ン
ゴ
剪
定
講
習
会

　
　

立
志
宣
言
、
力
強
く

●
2
月
4
日　

川
内
中
学
校
立
志
式

　
　

新
年
の
決
意
筆
に
込
め

●
1
月
14
日　

五
戸
町
新
春
書
初
め
大
会

　
　

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
受
賞
報
告

●
1
月
17
日　

第
53
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

　
　

日
頃
の
警
察
活
動
へ
の
協
力
に
感
謝

●
1
月
30
日　

警
察
活
動
協
力
者
・
優
良
警
察
職
員
表
彰
式

　
　

　町農林課では JA 八戸と共同で倉石中市地区
にあるリンゴ園で剪定（せんてい）講習会を
開催した。
　弘前大学名誉教授で農学博士の塩崎雄之輔
さんを講師に迎え、約 50 人の参加者に剪定の
基本を指導した。

　このほど、川内中学校の 2 学年生が立志式
を執り行った。立志式では、父兄に向けた力
強い立志宣言が一人ひとり行われ、会場に足
を運んだ父兄は感慨深く見守っていた。
　町教育委員会は子供たちが、夢に向かって
大きく育ってくれることを期待している。

　第 24 回新春書き初め大会が行われ、参加者
が 1 年の目標を胸に力強く筆を走らせた。
　五蘊（ごうん）書道会（佐々木政司会長）が
主催したもので、子どもから大人まで 20 人が
参加。学年ごとに「うめの花」「正月の空」な
どの課題が与えられ、真剣な表情で取組んだ。

　日比谷公会堂にて第 53 回交通安全国民運動
中央大会が開催され、大会の中で上市川小学
校が表彰を受け三浦町長に報告。
　五戸町では平成 12 年に豊間内小学校で受賞
して以来であるが、全国的には比較的短期間
で五戸町が受賞したことになる。

　五戸警察署（小野郁男署長）は、警察協力者・
優良警察職員表彰式を開催。交通安全や防犯
活動に功績のあった方々に対して感謝状を贈
り、優良職員を表彰した。「積極的かつ献身的
に協力してくれる皆様のおかげで凶悪事件の
ない町づくりができる」と署長が述べた。

　舘町神楽舞保存会（小笠原義高会長）では、
毎年この時期に、舘町地区の各家を廻って歩
き、災厄除きの祈祷を行っており、今年も雪
が敷き詰められた地区を練り歩いた。
　明治初期から行われている郷土芸能を、保
存会ではその存続に寄与している。
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救急病院

１．地域住民を気づかい思いやる心
２．本人の意志を尊重した患者さん本位の医療
３．医学の進歩をふまえた正しい医療敷 地 内

全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 25 年 3 月 1 日現在

救急指定病院 問 五戸総合病院　TEL ６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 新井田修久 副 院 長 ○ 9:00～消化器検査 ○ ○ ○交替で

岡 本　 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○ ○
田 口　　 順 科 長 － － － － － －
藤 田　　 均 医 長 ○ ○ ○ ○ 9:00～消化器検査 ○交替で
八戸市立市民病院 救命救急センター ○ ○ ○

【糖尿病外来】池 端　 史 子 八 戸 市 ○ 3/5・12・19・26 ○ 3/6・13・27
【循環器内科】三 浦　 昌 人 東北大学 ○ 3/14 ○ 3/1・8・22・29
【循環器内科】東 山　 明 弘 三戸中央病院 ○ 3/5･19 午後
外 科 蝦 名　 宣 男 院 長 ○ ○午後　乳腺・甲状腺外来 ○交替で

田 邊　　 淳 医療局長 ○ ○ ○交替で
安 藤　 敏 典 科 長 ○ ○ ○交替で

産 婦 人 科 井戸川敏彦 副 院 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 東北大学 ○ 3/1・15 ○ 3/2・16

小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘前大学 ○第２・４

整 形 外 科 三 上　 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘前大学 ○第２・４
応 援 医 師 労災病院 ○第１・３

脳神経外科 深 瀬　 栄 一 医療技術局長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○毎週予約制
耳鼻いんこう科 袴田真理子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘前大学 ○ 3/2・16・30
皮 膚 科 応 援 医 師 東北大学 ○ 10:00 ～ ○ 10:00 ～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…受付時間：7:30 ～ 11:30
○第１・第３・第５土曜日（初診・再診）…受付時間：7:30 ～ 11:00
○第２・第４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間：15:00 ～ 16:30
　（健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

急患は受け付けします。

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

<

川
柳>

一
人
住
み
息こ
子
が
来
て
娘こ

が
来
て
安
堵
す
る

鳥
谷
部
せ
ぬ（
ひ
ば
り
野
）

申
告
も
り
ん
ご
安
値
で
深
刻
だ

本
田　

昭
雄（
舘　

町
）

こ
た
つ
入
り
冬
将
軍
と
に
ら
め
っ
こ

沢
田　

良
子（
上
市
川
）

<

俳
句>

集
落
に
は
や
し
響
か
せ
春
祈
祷

本
田　

昭
雄（
舘　

町
）

寝
た
き
り
に
な
ら
ぬ
幸
せ
冬
晴
れ
間

鳥
谷
部
せ
ぬ（
ひ
ば
り
野
）

窓
凍
り
芸
術
模
様
素
晴
ら
し
い

本
田　

昭
雄（
舘　

町
）

<

短
歌>

小
雪
ま
う
ね
ぐ
ら
さ
が
し
か
小
鳥
達

　

枝
か
ら
枝
へ
夕
暮
れ
の
里

佐
々
木
は
る
の（
上
市
川
）

新
年
の
決
意
を
墨
で
書
き
終
え
て

　

良
き
年
思
い
つ
除
夜
の
鐘
聞
く

畑
山　

房
子（
中

市
）

今
想
う
土
手
に
坂
つ
く
り
あ
の
頃
は

　

村
の
子
た
ち
と
「
そ
り
」
に
乗
り
け
り

橘　

ミ
ネ
子（
北
市
川
）

町
紙
の
文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
先
輩
の

　

生
活
風
景
き
ら
き
ら
光
る

類
家　

清
美（
菖
蒲
川
）

水
栽
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
咲
き
始
め

　

や
っ
て
来
ま
し
た
小
さ
な
春
が

藤
村　

ナ
ヲ（
鍜
冶
屋
窪
）

老
人
二
人
厳
寒
の
り
越
え
ほ
っ
と
す
り
や

　

え
ぶ
り
囃
子
に
春
の
足
音

田
代
十
志
男（
上
市
川
）
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●
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

①
理
学
療
法
士　

1
名
程
度

●
受
験
資
格

①
概
ね
35
歳
程
度
ま
で
の
者
で
、

現
に
理
学
療
法
士
免
許
を
有
す

る
者
又
は
平
成
25
年
5
月
31
日

ま
で
に
理
学
療
法
士
免
許
を
取

得
す
る
見
込
み
の
あ
る
者

②
右
記
の
受
験
資
格
を
満
た
す
ほ

か
、
日
本
国
籍
が
あ
り
、
活
字

印
刷
文
の
出
題
に
対
応
で
き
る

者
。
ま
た
、
地
方
公
務
員
法
第

16
条
（
欠
格
条
項
）
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
者
は
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ア
．
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

イ
．
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で

ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

ウ
．
五
戸
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の

日
か
ら
2
年
を
経
過
し
な
い
者

エ
．
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後

に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

●
試
験
の
日
時
及
び
場
所

　

受
験
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

●
受
験
手
続

　

受
験
申
込
書
に
履
歴
書
、
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
、
五
戸
総

合
病
院
管
理
班
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
用
紙

は
、
五
戸
町
役
場
総
務
課
、
五

戸
町
役
場
川
内
・
浅
田
・
倉
石

支
所
及
び
五
戸
総
合
病
院
管
理

班
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間

　

平
成
25
年
2
月
1
日
（
金
）
か

ら
3
月
8
日
（
金
）
ま
で
の
土

曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
を

除
く
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
3
月
8
日

（
金
）
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
採
用
予
定
日

　

平
成
25
年
4
月
1
日

問
五
戸
総
合
病
院
管
理
班

☎
0
1
7
8
（
61
）
1
2
0
0

内
線
3
3
3

雇
用
・
募
集

町
職
員
募
集
に
つ
い
て

㈶
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ

振
興
公
社
職
員
募
集

平
成
25
年
度
東
北
地
区
国
立
大

学
法
人
等
職
員
統
一
採
用
試
験

●
採
用
予
定
人
員　

1
人

●
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
日
本
国
籍
を
有
し

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
し

な
い
者
で
、
高
校
卒
業
以
上
（
平

成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
含
む
）
の
者

●
受
付
期
間

　

3
月
1
日
（
金
）
か
ら
3
月
12

日
（
火
）
ま
で
の
午
前
8
時
15
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着

●
試
験
期
日

　

平
成
25
年
3
月
18
日
（
月
）

●
試
験
会
場

　

ひ
ば
り
野
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー

※
一
般
教
養
、
小
論
文
及
び
面
接

等
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
手
続

　

指
定
の
受
験
申
込
書
、
履
歴

書
・
身
上
書
は
、
必
ず
自
書
し
卒

業
証
明
書
（
卒
業
見
込
証
明
書
）

及
び
健
康
診
断
の
結
果
通
知
表
を

添
え
て
、
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興

公
社
（
五
戸
ド
ー
ム
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
等
は
、
五
戸
町
ス

ポ
ー
ツ
振
興
公
社
に
あ
り
ま
す
。

※
五
戸
町
及
び
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ

振
興
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
採
用
予
定
日

　

平
成
25
年
4
月
1
日

問
㈶
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

〒
0
3
9

－

1
5
2
4

五
戸
町
大
字
豊
間
内
字
地
蔵
平

1

－

3
9
8

☎
0
1
7
8
（
62
）
2
3
0
1

●
試
験
の
日
程

①
受
付
期
間　

4
月
1
日
（
月
）

～
4
月
15
日
（
月
）

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職

員
採
用
試
験
実
施
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
受
験
申
込
画
面

か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

②
第
1
次
試
験
日

　

5
月
19
日
（
日
）

③
試
験
の
内
容

　

教
養
試
験
（
多
肢
選
択
式
に
よ

る
筆
記
試
験
）

④
試
験
地

　

弘
前
市
、
盛
岡
市
、
仙
台
市
、

秋
田
市
、山
形
市
、福
島
市
（
受

験
に
便
利
な
1
都
市
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。）

⑤
第
1
次
試
験
合
格
者
発
表

　

6
月
18
日
（
火
）

⑥
職
員
採
用
合
同
説
明
会

　
・
仙
台
会
場　

6
月
22
日
（
土
）

　
・
盛
岡
会
場　

6
月
24
日
（
月
）

⑦
第
2
次
試
験

　

7
月
1
日
（
月
）
か
ら
開
始

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
各

機
関
に
て
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

※
受
験
資
格
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

●
試
験
区
分

①
事
務
系
区
分　
　

事
務
、
図
書

②
技
術
系
区
分　

電
気
、
機
械
、

土
木
建
築
、
化
学
、
物
理
、
電

子
・
情
報
、
資
源
工
学
、
農
学
、

林
学
、
生
物
・
生
命
科
学

※
平
成
25
年
3
月
15
日
現
在
に
お

い
て
採
用
予
定
の
な
い
試
験
区

分
に
つ
い
て
は
試
験
を
実
施
し

ま
せ
ん
。
採
用
予
定
数
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
採
用
試
験
事
務
室

☎
0
2
2

－

2
1
7

－

5
6
7
6

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/
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ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
母
、
児
童

に
対
し
保
険
医
療
機
関
等
で
診
察
を

受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
分
の
医
療

費
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
児
童

②
父
、
又
は
母
が
重
度
障
が
い
者

で
あ
る
家
庭
の
父
母
、
児
童

③
父
母
の
い
な
い
児
童

※
父
母
は
、
医
療
機
関
ご
と
に

1
ケ
月
に
つ
き
千
円
の
自
己

負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
に
よ
っ
て
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
障
が
い
状
態
に
よ
っ
て
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で
対
象
に
な
り
ま
す
。

ひ

と

り

親

家

庭

等

医

療

費

助

成

制

度

　

農
薬
使
用
に
は
、
以
下
の
こ
と

に
注
意
し
、
事
故
の
防
止
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
ベ
ル
を
確
認
し
、
使
用
上
の

注
意
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
散
布
器
具
を
点
検
し
、
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
、
畜
舎
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど

に
飛
散
し
な
い
よ
う
に
注
意
を

払
い
ま
し
ょ
う
。

○
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
剤
な
ど
土
壌

燻
蒸
剤
は
、
ガ
ス
漏
れ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
水
田
で
使
用
し
た
農
薬
が
河
川
に

流
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
の
都
度
、
忘
れ
る
前
に
使

用
記
録
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

農
業

②
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

生
死
が
引
き
続
き
3
か
月
以
上

明
ら
か
で
な
い
場
合

③
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

1
年
以
上
行
方
不
明
の
場
合

④
父
か
母
ま
た
は
両
親
か
ら
、
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

⑤
父
ま
た
は
母
の
心
身
障
が
い
の

程
度
が
児
童
扶
養
手
当
法
に
該

当
す
る
状
態
に
あ
り
、
労
働
能

力
を
失
っ
て
い
る
場
合

⑥
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
場
合

◆
遺
児
卒
業
祝
金

・
対
象
者

　

平
成
24
年
度
中
学
校
卒
業
生

　
（
盲
・
聾ろ
う・
養
護
学
校
中
学
部
を
含
む
）

・
支
給
額　

1
万
円

・
申
請
期
間

　

2
月
26
日（
火
）～
3
月
8
日（
金
）

◆
遺
児
入
学
祝
金

・
対
象
者

　

平
成
25
年
度
小
学
校
入
学
児
童

　
（
盲
・
聾ろ
う・
養
護
学
校
小
学
部
を
含
む
）

　

平
成
25
年
度
中
学
校
入
学
生
徒

　
（
盲
・
聾ろ
う・
養
護
学
校
中
学
部
を
含
む
）

・
支
給
額　

7
千
円

・
申
請
期
間

　

4
月
2
日（
火
）～
4
月
12
日（
金
）

農
薬
使
用
上
の
注
意

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、保
護
者
名
義
の
通
帳
、

保
険
証
、
転
入
さ
れ
て
き
た
方

は
「
所
得
・
課
税
証
明
書
」、

障
害
者
手
帳
の
あ
る
方
は
、「
障

害
者
手
帳
」

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
0
1
7
8
（
62
）
2
1
1
1

内
線
1
3
7

育
児

遺
児
入
学
・
卒
業
祝
金
受
給
申
請

　

町
で
は
遺
児
が
、
小
学
校
や
中

学
校
に
入
学
す
る
際
に
入
学
祝

金
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
際
に
卒

業
祝
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童
・
生
徒

　
（
五
戸
町
に
住
所
を
有
す
る
人
）

①
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

死
亡
し
た
場
合

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

●
第
1
次
試
験
日

　

平
成
25
年
6
月
9
日
（
日
）

●
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

4
年
4
月
1
日
生
れ
の
人

②
平
成
4
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の

ア
．
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成
26
年
3
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

イ
．
人
事
院
が
ア
に
掲
げ
る
者

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間
等

①
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○
平
成
25
年
4
月
1
日
（
月
）

～
4
月
11
日
（
木
）

雇
用
・
募
集

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

※
受
信
有
効

○
人
事
院
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

専
用
申
込
ア
ド
レ
ス
か
ら
申

し
込
み
を
行
う
。

　

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

②
郵
送
・
持
参
申
込
み

○
申
込
先　

仙
台
国
税
局

○
申
込
期
限　

平
成
25
年
4
月

1
日（
月
）～
4
月
2
日（
火
）

9
時
～
17
時

※
通
信
日
付
印
有
効

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
0
2
2

－

2
6
3

－

1
1
1
1
内
線
3
2
3
6

※
資
料
は
最
寄
り
の
税
務
署
、
仙

台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は

人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
預
金
通
帳
（
保
護
者
名

義
）、
障
害
者
手
帳
（
重
度
障

が
い
者
の
場
合
）、
戸
籍
謄
本

（
父
ま
た
は
母
の
死
亡
の
分
か

る
も
の
。
※
本
籍
地
が
五
戸
町

の
場
合
は
不
要
。）

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
0
1
7
8
（
62
）
2
1
1
1

内
線
1
3
6
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情報ステーション

◆図書館新着Books ◆
●開館時間　　　平日10:00～ 18:00、土・日・祝日9:00～ 17:00
● 3月の休館日　4日、11日、18日、25日、29日
●問い合わせ先　五戸町図書館　℡６１－１０４０

【今月のおすすめ】
abさんご
（黒田夏子 /著　文藝春秋）
　2つの書庫と巻き貝状の小べやのある
「昭和」の家庭で育ったひとり児の運命…。
　全文横書き、かつ「固有名詞」を一切使
わないという日本語の限界に挑んだ超実験
小説。「毬」ほか2篇は裏表紙側から縦書
きで収録。早稲田文学新人賞、芥川賞を受
賞。

もりのスパゲッティやさん
（ふなざきやすこ /さく　偕成社）
　みんなが待ってるこぶたのスパゲッティ
屋の開店日。でもきのこが届きません。こ
ぶたさんはゆでたてのスパゲッティでお手
紙を書いて出かけました。それをやってき
たイノシシさんがちょっぴりつまみぐい。
大騒ぎの始まりです…。【もりはおもしろ
ランド】シリーズ全15巻。

■一般　■ヤングアダルト
伊勢神宮式年遷宮と125社をめぐる旅 （平凡社）
まり子の「ねむの木」45年 （宮城まり子）
リンゴの歩んだ道 （富士田金輔）
シルバー川柳 （みやぎシルバーネット）
何者 （朝井リョウ）
晴天の迷いクジラ （窪美澄）
三匹のかいじゅう （椎名誠）
ブラックボックス （篠田節子）
百年法　上・下 （山田宗樹）
六人目の少女 （ドナート・カッリージ）

■児童
よくわかる地図記号 （山岡光治）
わくわく数の世界の大冒険 （桜井進）
サッカーアルゼンチン流個人スキルバイブル （亘崇詞）
ハッピー・バースデー・ババ　 （柏葉幸子）
お手紙ありがとう （小手鞠るい）
告白 （小林深雪・如月かずさ）
エーミルの大すきな友だち （アストリッド・リンドグレーン）
じゃあじゃあびりびり （まついのりこ）
びんぼうがみじゃ （西村繁男）
ごきげんなライオン　おくさんにんきものになる（ロジャー・デュボアザン）

○
マ
ス
ク
や
防
除
衣
を
徹
底
し
、

農
薬
中
毒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、
農
薬

の
容
器
を
持
っ
て
た
だ
ち
に
医

師
の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
農
林
課

☎
0
1
7
8
（
62
）
2
1
1
1

　

宮
内
庁
は
、
平
成
26
年
歌
会
始

の
お
題
を
「
静
」
と
定
め
、
詠
進

歌
要
領
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
作
品
の
条
件

・「
静
」
の
字
句
を
読
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
（
未
発
表
の
も
の

に
限
る
）

・
一
人
一
首

・
半
紙
に
毛
筆
で
自
筆
が
原
則
で

す
。
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な

つ
き
）
生
年
月
日
、
職
業
を
縦

書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
な
ど
の
方
は
、
代
筆

（
墨
書
）、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
印

字
、
ま
た
は
点
字
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、理
由（
代

筆
の
場
合
は
代
筆
者
の
住
所
氏

名
も
）
を
別
紙
に
記
入
し
添
え

て
く
だ
さ
い
。

・
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
失
格
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限

　

9
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
「
〒
1
0
0

－

8
1
1
1　

宮

内
庁
」
と
し
、封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

質
疑
の
際
は
、
直
接
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
添
え
て
9
月
20
日
ま
で

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

住宅火災による焼死者が多発しています！！
　八戸広域消防本部管内において、平成 25 年に入り約 1 ヶ月で火災での死
者が 4 名となり、昨年 1 年間の焼死者 6 名に早くも迫る勢いです。
　住宅火災等の減少、とりわけ、火災による焼死者を未然に防止するために
は、住民一人ひとりが防火に関心をもち、火災が発生したら早期に通報し、
初期消火または避難することが大切です。
　次のポイントに気をつけて、焼死者ゼロの街を目指しましょう！！
火災発生の防止
○寝たばこは絶対にしない
○火は燃えやすいものから離れた位置で使用する
○火のあと始末に責任を持つ
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために防炎品を使用する
早期認識
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する

（消防法で、設置が義務付けられています）
初期消火
○火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置する
避難

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

お

知
ら
せ

平
成
26
年
の
歌
会
始
の
お

題
及
び
詠
進
歌
に
つ
い
て
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県
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【
五
戸
の
市
日
と
バ
オ
リ
】

　

五
戸
の
市
日
は
元
禄
時
代
か
ら

続
き
、
今
で
も
毎
月
3
回
（
7
、

17
、
27
日
）
開
き
、
庶
民
の
交
際

場
と
な
っ
て
い
る
。

　

戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
蛯
川
方

面
の
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
が

青
銀
五
戸
支
店
前
で
バ
オ
リ
（
ら

ん
笠
）
を
売
っ
て
い
た
。

　

藩
政
末
期
、
地
元
の
鳥
谷
部
某

と
い
う
浪
人
が
副
業
に
農
民
の
雨

笠
と
日
よ
け
笠
用
に
考
案
し
た
笠

で
、
昭
和
15
年
ご
ろ
か
ら
50
年
ご

ろ
ま
で
は
農
民
の
間
で
流
行
し

た
。

　

こ
の
ら
ん
笠
が
脚
光
を
あ
び
た

の
は
、
明
治
9
年
の
明
治
天
皇
ご

巡
幸
の
時
、
農
婦
が
ら
ん
笠
を
身

に
つ
け
て
田
ノ
草
取
り
を
す
る
姿

を
ご
覧
に
な
っ
た
時
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
地
元
の
農
民
が
副
業

に
冬
季
間
、
制
作
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
材
料
の
イ
グ

【
偉
人
の
足
跡
を
訪
ね
て
】

　

五
戸
町
立
公
民
館
で
青
森
県
文

化
財
保
護
協
会
の
定
期
総
会
が
昭

和
58
年
5
月
29
日
に
開
か
れ
、
県

内
か
ら
150
人
の
会
員
が
出
席
。
総

会
の
あ
と
、
明
治
天
皇
行
在
所
跡

と
江
渡
家
の
文
化
財
め
ぐ
り
を
実

施
し
た
。

　

来
賓
で
出
席
し
た
県
立
図
書
館

町 の 人 口
（前月対比）

男 9,170 人 （ー 9）

女 9,862 人 （ー 12）

総人口 19,032 人 （ー 21）

世帯数 7,017 世帯（＋ 1）

平成 25年 2月 1日現在

№ 218

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
�

　
岳
望
会
の
大
豆
取
入
れ
な
ど
」

■
㈳
八
戸
法
人
会
五
戸
支
部
よ
り

放
射
線
測
定
器
1
台
寄
贈
。

　

五
戸
支
部
長
（
金
澤
孝
吉
）
は
、

五
戸
の
物
が
い
か
に
安
全
か
を
示

し
、
安
心
し
て
消
費
で
き
る
こ
と

を
伝
え
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

サ
は
寒
い
こ
の
地
方
で
は
生
産
が

難
し
く
、
岡
山
方
面
か
ら
畳
お
も

て
や
花
ご
ざ
用
の
も
の
を
材
料
と

し
て
買
い
求
め
る
た
め
、
大
量
生

産
が
出
来
ず
。
世
の
中
が
変
わ
っ

て
ビ
ニ
ー
ル
合
羽
や
帽
子
が
流

行
、
市
日
や
店
頭
か
ら
、
ら
ん
笠

が
消
え
、
今
で
は
土
産
品
や
観
賞

用
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

長
横
山
武
夫

（
写
真
右
）
と

村
木
市
太
郎

（
写
真
左
）
の

両
氏
は
地
蔵
平

の
江
渡
狄
嶺
と

鳥
谷
部
春
汀

碑
、
中
ノ
沢
の

倉
澤
塾
を
め
ぐ

り
、
郷
土
の
偉

人
を
偲
ん
で
い

た
。

五
戸
町
文
化
財
保

護
審
議
会
議
長

三
浦　

榮
一

バ
オ
リ
を
市
日
に
売
る
農
民

（
昭
和
30
年
代
）

市
日
に
竹
細
具
の
ザ
ル
、
カ
ゴ
そ
し
て

ト
ミ
、
ホ
ー
キ
な
ど
を
売
る
露
天
商

江
渡
狄
嶺
記
念
碑
を
訪
れ
る
横
山
武
雄

副
知
事
（
右
）
と
村
木
市
太
郎
の
両
氏



五戸町応援キャラクター

です

　ぼくは五戸町応援キャラクター「ばおる」です。このたびプロジェクトＶ（ファ
イブ）　から、五戸町を応援するために生まれました。五戸町や中心商店街を一
生懸命応援しますのでよろしくお願いします。
　バオリをかぶり、前掛けをした田の草踊りの格好をしていますが、シャイな雄
の馬です。一刻も早く皆さんに愛されるキャラになりたいです。かわいがってく
ださいね。

※1　プロジェクトＶ（ファイブ）は、合併まちづくり主要プロジェクトの一つである中心商店街活性化対策プロジェクトチームの呼称です。

※1

写真は、2月12日に三浦町長にお披露目に訪問した時のものです。
また、デビューは表紙でも紹介したまける市です。



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

1 日 1円で 1年間ご家族の安心を。
1年間350円の会費で交通事故に備えましょう。

　見　舞　金：1日の治療でも2万円

　特別見舞金：後遺症障害で50万円

　弔　慰　金：事故による死亡で100万円

申し込みはご加入の自治会または役場へお申し出ください。

日 記念日等 行事等

17 日 ● 倉石牛焼肉の日 11：00 ～ 15：00 夢の森ハイランド

18 月
三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

19 火 2歳6か月児健康診査（平成22年8月・9月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

20 水 春分の日

21 木 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

22 金 放送記念日

23 土

24 日

25 月 電気記念日 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

26 火 ● 行政相談 13：30 ～ 16：00 町立公民館

27 水

28 木 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

29 金

30 土

31 日

道路への雪出しは危険です !!
　道路法や道路交通法により、道路への雪出
しなどで交通に支障を及ぼす恐れのある行為
は禁止されています。お互いにルール、マナー
を守って、除雪時には道路に雪を出さないよ
うにしましょう。
問役場建設課　☎ 62－ 2111 内線 248



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。

月間メモ
○所得税の確定申告期限　3月 15 日

○消費税及び地方消費税の

　　申告納税期限（個人事業者）　4月 1日

○自殺対策強化月間

○婦人運動月間

2 0 1 3 年

平成24年度
3 月

日 記念日等 行事等

1 金 県民交通安全の日

2 土

3 日 ひなまつり ● 五戸町消防団初午

4 月
Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

ＢＣＧ接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

5 火 10 か月児健康相談（平成 24 年 4 月・5 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

6 水
三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

7 木 消防の日 ● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

8 金 1歳6か月児健康診査（平成23年8月・9月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

9 土 ● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

10 日

11 月
Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00 ～ 12：00 町立公民館

● ホットセンターあ・そ・ぼ第 3 回講座 10：00 ～ 11：00 五戸町立公民館
麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

12 火

13 水

14 木

15 金 高齢者交通安全の日 4 か月児健康診査（平成 24 年 11 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

16 土 家庭の日

毎年 1回
健診を受けましょう

特定健康診査等の
申し込みは

役場福祉保健課へ
お電話ください！
TEL ６２－７９５８



2 0 1 3 年

平成25年度
4 月

月　間　メ　モ
土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　4/2 ～ 5/31　税務課

平成 25 年度資産証明書発行開始　4/2 ～　税務課・各支所  

日 記念日等 行事等

1 月 県民交通安全の日

2 火

3 水 ＢＣＧ接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

4 木

5 金

6 土

7 日 世界保健デー

8 月 三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

9 火 ● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

10 水 ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

11 木 ● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 14：00 川内・浅田・倉石地区巡回

12 金 3歳児健康診査（平成21年12月・平成22年1月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

13 土
● 五戸ごみ０（なし）運動 6：00 ～ 町内全域

● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

14 日

15 月 高齢者交通安全の日 麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 総合病院

16 火 6 か月児健康相談（平成 24 年 8 月・9 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター


